
 

 

今年度の「読み語り」が始まりました。 
西唐津中学校では、地域ボランティア（サポーター）を中心とし

た方々で、読み語りをしていただいています。この取り組みは、今

年度でもう６年目となります。５月１７日は今年度、第 1回目の「読

み語り」が行われ、子どもたちは、みんな静かに聞き入っていまし

た。 

読み手の方々の感想を一部紹介します。 

「すごく静かに興味を持って聞いてくれた。」 

「挿絵を身をのり出してみてくれる子もいて嬉しかった」 

「読み語りの終わりに日直さん（？）が感想を言ってくれた。感想を聞くのは初めてだった

ので嬉しかった。」 

 

「読み語り」は、「児童生徒の感性を豊かにし、創造力を育てることができる」とされて

います。サポータの皆様、ありがとうございました。 

次回の「読み語り」は、6 月 28 日（月）を予定しています。 

 

読書の季節になりました。本に親しもう。 

今年は例年より早く、九州北部も 5月 15 日に梅雨入りをしました。雨が降って外で遊びた

くても、遊べない。そんな時は「読書」が最適です。先日、生徒会の図書部から、「部活動」

に関連した本の紹介がありました。ふだん本はあまり読まないという人も自分の部活と関連

のある本を読んでみると、上達への「ヒント」が見つかるか

もしれません。 

また、図書室には様々なジャンルの本がたくさんありま

す。ふだん図書室にはあまり行かないという人も、雨の日に

一度図書室に行ってみてはいかがでしょうか。 

 

3 年生の授業を参観しました。 

数学、英語の 3 年生の授業を参観しました。どちらのクラスの雰囲気も良く、お互いに教

えあったり、率先して発表したりする姿が見られました。 

 みんな、受験生であることを自覚して学習に取り組んでいる様子がうかがえました。 

 今後も粘り強く学習に取り組んでほしいです。 
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自他の「いのち」を尊び、自立し貢献できる生徒の育成 
 

 


